中

学校②
あなたならどうしますか？


中学校①（誰もが「多様な性」の当事者）の学習後に，本授業は実施してください。


ねらい
性的指向・性自認を取り巻く差別の実態から，カミングアウトへの不安やアウティングへの心配等，当事者が抱える生きづらさを理解し，互いの違いを認め合い，尊重していこうとする態度や意欲を育む。
準備するもの　
筆記用具







	主な学習活動
	留意点等

	１　ワークシートの事例を読み，自分ならどのような言葉を返すか考える。

２　めあてを確認する。
性的指向・性自認に関して悩みを抱える友達から相談されたとき，どのように受け止めたらよいだろうか。

	〇　事例にある状況で，自分はどのようなことを考え，友達にどのような言葉を掛けるか考える。
◎　「性の在り方」について考えるときは，対象となる生徒がいることを前提に，「心の中」で考えるなどの配慮を行う。

	３　「友達は，どのような思いで相談したか。」思いをめぐらせて，ワークシートに自分の考えを書き，グループで共有する。
４　「カミングアウト」について知る。
　　【カミングアウト】
　　　　本人が選んだ人に，自分の性的指向・性自認を伝えること。
５　カミングアウトをされた際，どのような言葉を返すか，どのような態度を示すか考える。
⑴　自分の考えを書き，グループで共有する。
⑵　グループごとに発表する。
６　「アウティング」について知る。
　　【アウティング】
　　　　本人の許可なく，性的指向・性自認について，他者へ伝えること。
７　当事者の思いを知る。（p.15，16掲載の当事者の声を読む。）　
	○　「カミングアウト」は，必ずしも，しなければならないものではなく，周りが促すことは厳禁であることを確認する。
（p.15～16参照）




〇　「アウティング」は，本人の意思に反して情報を伝えることであり，重大な人権侵害になることを確認する。（p.17参照）
○　なかなか相談することができず，一人で抱え込んだり，いじめられたりすること，自殺念慮が高いなどの実態について触れる。

	８　まとめをする。
自分を信頼し，話をしてくれた友達の思いを受け止め，その人らしさや，その人の生き方を尊重し，応援する。




９　学習を振り返って，思ったことや考えたことを書き，全体で共有する。
	〇　アライの視点でまとめをする。
　（p.10参照）
◎　「性的指向・性自認」に対して個人を特定したり，揶揄（やゆ）したりするような言動につながらないよう，丁寧に指導するとともに，一緒に考える姿勢を大事にする。


授業のポイント
どのような言葉を返したら，当事者が「相談してよかった。」という思いを抱くことができるかを考えられるようにしましょう。そのために，性的指向・性自認に関する悩みを抱える当事者の不安や迷いに思いをめぐらすとともに，勇気や信頼があればこその相談であることを押さえましょう。






ワークシート　あなたならどうしますか？



　　　　　　　　年　　組　　名前（　　　　　　　　　　　　）
	【考えましょう。】
あなたには，友達がいます。いつも一緒に遊んだり，勉強をしたりしてきました。あなたが，悩んだときはいつも相談してきた大切な友達です。
ある日，その友達がとても真剣な顔をしてあなたに言いました。
「実は，わたし，自認する性で悩んでいる。」
このことを聞いたあなたは，どんな言葉を返したらよいでしょうか。









友達は，どのような思いであなたに相談したのでしょうか。









どのような言葉を返したいですか。どのような態度を示したいですか。
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【学習を振り返って，思ったことや考えたこと】








人権教育を取り巻く諸情勢について
〜人権教育の指導方法等の在り方について〔第三次とりまとめ〕
策定以降の補足資料〜
令和３年から令和６年まで
それぞれの個性や立場を尊重し，互いの違いを認め合う活動や，互いのよさに着目し，伝え合う活動のような自己肯定感を高める取組を継続していきましょう。
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